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「
東
日
本
大
震
災
」
義
援
金

募
金
の
ご
報
告

　

東
日
本
大
震
災
は
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し
、

観
測
史
上
日
本
最
大
、
世
界
で

４
番
目
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。

　

震
源
域
が
極
め
て
広
域
だ
っ

た
こ
と
も
被
害
を
大
き
く
し
た
。

今
回
の
震
災
で
日
本
経
済
が
さ

ら
に
冷
え
込
む
懸
念
も
強
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
は

何
度
も
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
、
そ
の
た
び
力
強
く
立

ち
上
が
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
国
民
が
一
体
と

な
っ
て
苦
難
を
乗
り
越
え
、
以

前
に
も
増
し
た
繁
栄
を
創
り
上

げ
て
来
た
。
そ
れ
が
日
本
の
底

力
だ
。

増
税
で
は
な
く

復
興
債
の
発
行
を

　

し
か
し
、
震
災
復
興
に
向
け

て
逆
行
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

　

震
災
直
後
、
自
民
党
の
谷
垣

禎さ
だ

一か
ず

総
裁
は
「
復
興
支
援
税
制

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
語

り
、
政
府
も
復
旧
復
興
特
別
税

の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
と
の

報
道
も
出
て
い
る
（
３
月
31
日

現
在
）。

　

震
災
に
よ
っ
て
経
済
が
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
中

で
増
税
を
検
討
す
る
こ
と
は

「
経
済
オ
ン
チ
」「
火
事
場
泥
棒
」

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

復
興
事
業
の
財
源
は
す
べ
て

国
債
で
も
問
題
は
な
い
。
直
近

の
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
は
20
兆
円

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
20
兆
円

分
の
国
債
を
発
行
し
、
日
銀
が

直
接
引
き
受
け
を
行
っ
て
も
イ

ン
フ
レ
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、

復
興
事
業
が
進
む
と
共
に
、
デ

フ
レ
脱
却
で
景
気
も
良
く
な
る
。

ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
あ
る
。

迅
速
か
つ
大
胆
な
公
共
投

資
で
日
本
経
済
の
復
興
を

　

今
回
の
震
災
被
害
に
つ
い
て
、

内
閣
府
は
直
接
的
な
被
害
額
を

16
兆
～
25
兆
円
と
試
算
し
て
い

る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
約

10
兆
円
を
大
幅
に
上
回
り
、
戦

後
最
大
の
自
然
災
害
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
試
算
に
よ
れ

ば
、
被
災
地
の
企
業
設
備
の

損
壊
に
よ
る
生
産
減
と
、
関

連
す
る
被
災
地
以
外
の
生
産

減
を
合
わ
せ
る
と
、
11
年
度

だ
け
で
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少

額
は
１
兆
２
５
０
０
億
か
ら

２
兆
７
５
０
０
億
円
に
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
、
日
本
経
済
を
冷

え
込
ま
せ
な
い
た
め
に
も
、
政

府
に
よ
る
迅
速
か
つ
大
胆
な
公

共
投
資
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

公
共
投
資
に
よ
る
景
気
浮
揚

を
掲
げ
る
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
、

震
災
で
マ
イ
ン
ド
が
冷
え
込
み
、

有
効
需
要
が
急
減
す
る
局
面
で

こ
そ
力
を
発
揮
す
る
。
こ
う
し

た
時
こ
そ
、
政
府
は
大
胆
な
公

共
投
資
を
断
行
す
べ
き
だ
。

千
年
に
一
度
の
災
害
に
も

耐
え
ら
れ
る
街
づ
く
り

　

今
回
の
大
震
災
や
大
津
波
に

つ
い
て
、
政
府
は
「
想
定
外
」

と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
る
。

　

し
か
し
本
来
、
危
機
管
理
と

は
「
想
定
外
」
の
も
の
を
「
想

定
内
」
と
し
て
十
全
な
予
防
対

策
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
危
機
を
想
定
し
た
街

づ
く
り
が
必
要
だ
。

　

今
回
、
民
主
党
政
権
の
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
政
策

の
誤
り
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

実
際
、
も
し
防
波
堤
の
高
さ

が
20
メ
ー
ト
ル
あ
れ
ば
、
今
回

の
よ
う
な
大
津
波
の
被
害
に
は

至
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
津
波
の
被
災
地
で

は
木
造
家
屋
は
見
る
影
も
な
く

消
え
去
っ
た
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
の
み
が
残
存
し
、

こ
れ
が
事
実
上
の
避
難
所
と

な
っ
て
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
象
徴
さ
れ

る
堅
固
な
建
造
物
に
は
、
人
の

命
を
守
る
機
能
が
あ
る
。
国
民

の
生
命
・
安
全
・
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、
堤
防
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
投
資
が
欠
か
せ
な
い
。

　

幸
福
実
現
党
は
「
千
年
に
一

度
の
災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る
街

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

防
災
の
た
め
の
公
共
投
資
は

決
し
て
ム
ダ
金
に
は
な
ら
な
い
。

防
災
施
設
に
よ
っ
て
地
域
の
安

全
が
高
ま
り
、
地
域
の
大
き
な

「
財
産
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
復
興
事
業
を
通
じ
て

　

幸
福
実
現
党
は
３
月
11

日
、「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
、
津
波
被
害
義
援
金
」
の

募
金
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
多
く
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、
３
月
31
日
現
在
、

５
４
１
０
万
７
５
８
９
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
22
日
に
岩
手
県
と
福

島
県
に
、
同
25
日
に
宮
城
県

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
千
万
円
を
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
者
を
雇
用
し
、
失
業
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
も
肝
要
だ
。

　

幸
福
実
現
党
が
提
唱
す
る
の

が
、
木
造
住
宅
復
興
需
要
に
お

け
る
被
災
者
を
雇
用
し
て
の
ス

ギ
の
伐
採
・
製
材
計
画
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
副
次
的
に
花
粉
症

対
策
に
も
な
る
。
ス
ギ
花
粉

症
に
よ
る
年
間
医
療
費
は
約

３
千
億
円
、
年
間
労
働
損
失
は

６
５
０
億
円
に
上
る
。
ま
た
第

一
生
命
経
済
研
究
所
の
試
算
で

は
、
花
粉
症
で
外
出
等
を
控
え

る
こ
と
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
押
し
下

げ
効
果
は
７
５
４
９
億
円
に
上

り
、
ス
ギ
伐
採
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ

押
し
上
げ
効
果
は
数
千
億
円
を

超
す
と
推
測
さ
れ
る
。

　

政
府
は
被
災
者
の
雇
用
創
出

を
通
じ
、
積
極
的
な
自
立
支
援

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

前
向
き
な
未
来
型
・
危
機

対
応
型
の
日
本
再
建
を

　

今
回
の
大
震
災
で
明
白
に

な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

民
主
党
の
政
策
は
、
す
べ
て
逆

判
断
だ
っ
た
と
い
う
事
実
だ
。

　

例
え
ば
「
事
業
仕
分
け
」
に

よ
っ
て
ス
ー
パ
ー
堤
防
を
廃
止

と
し
た
。
ま
た
、
八や

ん

ば
ッ
場
ダ
ム

等
の
ダ
ム
建
設
中
止
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
規
制
が
電
力
危
機
を
招
い

て
い
る
。
防
衛
費
削
減
、
自
衛

隊
減
員
は
、
災
害
救
援
と
国
防

の
両
立
を
妨
げ
て
い
る
。

　
「
最
小
不
幸
社
会
」
を
掲
げ

る
菅
直
人
首
相
は
、
戦
後
の
焼

け
野
原
で
世
話
を
す
る
よ
う
な

「
市
民
運
動
」
の
延
長
が
政
治

の
使
命
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る

節
が
あ
る
。
ま
さ
に
、
今
回
の

大
震
災
は
、
菅
首
相
の
心
象
風

景
が
具
現
化
し
た
と
言
え
る
。

　

今
こ
そ
、
積
極
的
な
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
満
ち
た
幸
福
実
現
党

の
政
策
で
、
日
本
全
体
を
覆
う

暗
く
沈
ん
だ
想
念
を
打
ち
払
い
、

「
日
本
再
建
」
に
向
け
て
力
強

く
立
ち
上
が
る
べ
き
時
で
あ
る
。
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「日本再建」宣言
日本の繁栄は揺るがない！

（
詳
細
は
幸
福
実
現
党
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

３
月
22
日
、
幸
福
実
現
党
・
松
島
弘
典
幹

事
長
よ
り
、
福
島
県
東
京
事
務
所
・
星
春

男
所
長
に
義
援
金
１
千
万
円
を
寄
付
し
た
。

このたびの東日本大震災における犠牲者の方々に衷心より
哀悼の意を表しますと共に、被災者の皆様に心よりお見舞い
申し上げます。

幸福実現党は、震災復興から日本再建ビジョンを提言している。震災後の自粛
ムードに加え、これ以上、民主党政権によって国民心理が暗く冷え込むことを
避けるためである。今こそ、日本を元気にする未来ビジョンが必要である。

写真：アフロ
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震災復興
への道
日本復活の未来ビジョン

国家的危機をプラスに転じさせる
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最

新

刊
信仰と実学の間で

１
．
防
災
大
国
ニ
ッ
ポ
ン

～
安
心
・
安
全
世
界
一
の

国
家
へ
～

　
民
主
党
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
と
い
う
政
策
の
危

険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政

府
は
強
固
な
防
災
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
、
積
極
的
公
共
投
資

を
行
い
、「
防
災
大
国
ニ
ッ
ポ

ン
」
を
築
く
べ
き
で
あ
る
。

千
年
に
一
度
の
災
害
が
あ
っ
て

も
耐
え
ら
れ
る
街
づ
く
り

　

全
国
の
海
岸
堤
防
を
強
化
し

た
り
、
道
路
を
拡か

く
ふ
く幅
す
る
な
ど
、

大
規
模
震
災
に
耐
え
得
る
イ
ン

フ
ラ
基
盤
を
整
備
。

建
物
の
耐
震
性
強
化

　

都
市
直
下
型
地
震
に
備
え
、

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
地
震
や

津
波
に
強
い
高
層
ビ
ル
の
建
設

等
を
進
め
る
。

震
災
に
強
い
交
通
網

　

交
通
網
の
地
下
化
や
道
路
の

拡
幅
で
、
震
災
に
強
い
交
通
網

を
築
く
。

航
空
ア
ク
セ
ス
の
充
実

　

非
常
時
に
お
け
る
空
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、
海
か

ら
離
れ
た
空
港
を
整
備
し
つ
つ
、

平
時
か
ら
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
交
通
網

を
充
実
さ
せ
る
。

震
災
に
強
い
情
報
イ
ン
フ
ラ

　

基
地
局
の
防
災
体
制
を
強
化

し
、
災
害
時
の
不
通
を
減
ら
す
。

災
害
備
蓄
の
強
化

　

学
校
等
の
公
共
施
設
に
お
い

て
発
電
機
や
食
料
等
の
災
害
備

蓄
を
強
化
す
る
。

２
．
東
北
地
方
の
復
興
か

ら
日
本
再
建
へ

　
政
府
は
全
力
で
東
北
地
方
の

復
興
を
図
り
、
こ
れ
を
梃て

子こ

に

日
本
再
建
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

東
日
本
復
興
債
の
発
行
と
被
災

者
へ
の
緊
急
無
担
保
無
利
子
融

資
　

政
府
が
発
行
し
た
「
東
日
本

復
興
債
」
を
日
銀
に
直
接
引
き

受
け
さ
せ
て
復
興
財
源
を
調
達

す
る
と
共
に
、
政
策
金
融
機
関

に
よ
っ
て
被
災
し
た
企
業
や
個

人
に
緊
急
で
無
担
保
無
利
子
の

特
別
融
資
を
実
行
す
る
。

多
機
能
高
層
ビ
ル
に
よ
る
集
約

的
な
町
づ
く
り

　

地
震
や
津
波
に
強
い
多
機
能

高
層
ビ
ル
（
住
居
、
オ
フ
ィ
ス
、

学
校
、
ス
ー
パ
ー
、
医
療
機
関
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
を
含
む
）
に
町

の
機
能
を
集
約
し
、
町
の
安
全

性
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

住
宅
復
興
計
画

　

木
造
住
宅
用
に
国
内
植
林
ス

ギ
を
伐
採
し
、
製
材
、
植
林
、

建
築
等
に
被
災
者
を
雇
用
し
、

失
業
対
策
と
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

ス
ギ
花
粉
症
に
よ
る
数
千
億
円

を
超
え
る
経
済
損
失
を
一
掃
し
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押
し
上
げ
る
。

農
業
・
水
の
輸
出
産
業
化

　

土
地
の
区
画
整
理
に
よ
る
農

地
の
大
規
模
化
・
集
約
化
を
進

め
る
と
共
に
、
地
震
に
も
津
波

に
も
強
い
野
菜
工
場
等
の
建
設

を
進
め
、
米
や
野
菜
の
輸
出
を

振
興
す
る
。
ま
た
、
東
北
の
豊

か
な
水
源
を
利
用
し
た
水
の
輸

出
産
業
化
を
促
す
。

陸
地
で
の
魚
の
養
殖

　

好
適
環
境
水
等
の
最
新
の
技

術
を
活
用
し
、
陸
地
に
大
規
模

な
魚
の
養
殖
場
を
造
り
、
震
災

の
影
響
を
受
け
な
い
環
境
で
水

産
資
源
を
安
定
的
に
供
給
す
る
。

特
別
戦
略
港
湾
の
整
備

　

仙
台
塩
釜
港
な
ど
を
24
時
間

体
制
の
特
別
戦
略
港
湾
と
し
て

整
備
す
る
。

国
産
品
購
入
運
動

　

自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
買
い
控

え
す
る
の
で
は
な
く
、
国
産
品

を
買
い
支
え
、
日
本
経
済
の
復

興
を
支
援
す
る
運
動
が
必
要
で

あ
る
。

３
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ

の
取
り
組
み
強
化

　
政
府
は
早
急
に
原
発
の
安
全

性
向
上
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
強
化
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。

原
子
力
発
電
の
安
全
性
向
上

　

自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
、
外

国
勢
力
等
の
攻
撃
も
想
定
し
て
、

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
防

御
性
を
高
め
、
放
射
能
漏
れ
の

拡
散
を
防
止
す
る
。

水
力
発
電
の
活
用
等

　

中
止
し
て
い
る
ダ
ム
建
設
の

再
開
と
、
ダ
ム
の
新
設
を
進
め
、

治
水
・
利
水
機
能
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
電
力
融
通
の
た
め
、
東

西
の
電
力
周
波
数
の
変
換
能
力

を
増
強
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

　

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
等
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
促
進

す
る
。

資
源
外
交
強
化

　

ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
等
の
資
源

大
国
と
の
積
極
外
交
で
、
燃
料

供
給
の
安
定
化
を
図
る
。

４
．
地
域
主
権
で
は
な
く
、

国
家
の
一
体
性
強
化

　
防
衛
の
み
な
ら
ず
、
災
害
救

助
に
お
い
て
も
「
地
域
主
権
」

で
は
国
民
を
守
れ
な
い
。
国
民

の
「
生
命
・
安
全
・
財
産
」
を

守
る
べ
く
、
国
家
の
一
体
性
を

高
め
、
防
衛
・
防
災
体
制
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

自
衛
隊
の
強
化
・
増
員

　

常
備
自
衛
官
の
増
強
と
装

　

東
北
の
地
が
一
日
も
早
く
震

災
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
を
目
指

し
、
３
月
26
日
、
幸
福
実
現
党

大
会
「
日
本
再
建
へ
の
誓
い
」

が
開
催
さ
れ
た（
メ
イ
ン
会
場
・

幸
福
の
科
学
新
宿
支
部
。
全
国

約
３
０
０
選
挙
区
支
部
に
衛
星

中
継
）。

　

大
会
冒
頭
、
つ
い
き
秀し

ゅ
う
が
く

学
党

首
か
ら
、
日
本
再
建
に
向
け
た

幸
福
実
現
党
の
政
策
提
言
が

次
々
と
発
表
さ
れ
、「
防
災
大

国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

明
確
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
衛
星
回
線
等
を
通

じ
て
被
災
地
で
あ
る
宮
城
、
福

島
か
ら
現
地
レ
ポ
ー
ト
が
届
き
、

震災復興・日本再建に
向けての政策提言

東日本大震災に伴う国難を乗り越え、日本の明るい未
来を建設すべく、幸福実現党は「震災復興・日本再建
に向けての政策提言」を発表した。以下は３月16日に
幸福実現党が発表した政策に加筆したものである。

ま
た
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た

神
戸
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
被
災
地
へ
の

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
参
加
者

は
一
丸
と
な
っ
て
再
建
に
取
り

組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
。

３
月
26
日 

幸
福
実
現
党
大
会

「
日
本
再
建
へ
の
誓
い
」  

を
開
催
！

4月中旬
発刊！

備
の
近
代
化
で
、
災
害
時
に

十
分
な
機
動
力
を
発
揮
す
る
。

ま
た
、
山
中
に
基
地
を
建
造

す
る
な
ど
、
災
害
に
強
い
自

衛
隊
基
地
を
設
置
す
る
。

震
災
対
策
空
母
の
建
造

　

震
災
対
策
空
母
を
建
造
し
、

震
災
時
に
被
災
者
の
収
容
拠

点
に
供
す
る
。

日
本
再
建
へ
の
政
策
提
言
を
発
表
す
る
、

つ
い
き
秀
学
党
首
。


